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ス プ ライ ン曲 線に よる 飽和 度 の補 間 値NaturalNeighborMethod(自然 近 傍法)
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近年の地震では,谷 部を埋めて造成 した盛土地盤の被害が多く発生 し,大規模造成地盤の地震時の危
険度評価手法が求め られている.本 研究は,盛 土の水分量を左右する土の水分特性に着 目して,谷 埋 め
盛 土斜面の地震応答 を原位置地震観測 から明 らかにするとともに,そ の解析手法を研究 したものであ り,
全6章 よ りなる.
第1章は,序論であり,研究の背景,目的を述べている.
第2章は,谷埋め盛土地盤 に関する過去の地震被害事例と地震時安定性評価に関する既往の研究を整理
している,
第3章では,実際の谷埋め盛土斜面において,地震・降雨量・地下水位観測を行い,その結果について考察
している,約1年半の原位置観測 によって,13回の地震記録,100回以上の降雨イベント記録を取得し,これを
分析している.分析の結果,盛土部と切 土部では地震応答に2倍程度の差が生じていること,旧谷地形の形状
によって,地震応答に方向性が現れていることなどを明らかにしている.また,観測期間中での最大累積降雨量
160mmの範囲内では,降雨の大小による地震応答の差は顕著でないことも示した.
第4章では,盛土を構成する土の不飽柏状態下での繰返しせん断試験を行なった結果について述べている.
その結果,地震時の不飽和土の強度低下は,土の間隙比,飽和度,拘束圧 に依存すること,土に作用する作
用外力としては累加ひずみを指標とすることができることを示している.また,不飽和土が繰返しせん断によって
強度低下するかしないかの閾値となる飽和度は約70%付近にあることを見出している.
第5章では,降雨による谷埋め盛土斜面の水分分布を考慮した弾塑性地震応答解析について述べている,
まず,地震動が作用する前の地盤内の水分分布状態を再現する手法を検討し,谷部での流出水を降雨として
負荷することによって,準定常な盛土内の水分分布状態を再現できることを示している.次に,土の繰返しせん
断作用下の水分状態変化を規定する水分特性モデルを新たに作成し,震動時の水分変化を解析に取り込むス
キームを開発している.最後に開発した解析コードによって,地震観測結果が良好に再現できることを示すととも
に,来るべき想 定宮城県沖地震に対する当該盛土の地震応答を解析している.降雨イベントと地震イベントを相
互に関連づける手法の開発は,複合災害の危険度評価に寄与する重要な成果である.
第6章は,本研 究の結論および今後の展望について述べている.
以上,本論文は,谷埋め盛土地盤 の土質や地形・地質情報といったサイトごとの特性に応じた危険度を原位
置観測に基 づいて分析するとともに,その評価を可能にする解析ツールを開発したものである.本研究の成果
は,地盤工学の発展,社会資本の維持管理に寄与するところが少なくない.
よって,本論文は博士(工学)の学位論文として合格と認める.
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